
磐田市香りの博物館条例新旧対照表 

現行 改正案 

(設置) (設置) 

第1条 磐田市は、香りに関する文化の振興を図り、かつ、文化の発展に寄与

するため、香りの博物館を設置する。 

第1条 磐田市は、香りに関する文化の振興を図り、かつ、文化の発展に寄与

するため、香りの博物館を設置する。 

(名称及び位置) (名称及び位置) 

第2条 香りの博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。 第2条 香りの博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

 

名称 位置 

磐田市香りの博物館 磐田市立野2019番地15 
 

 

名称 位置 

磐田市香りの博物館 磐田市立野2019番地15 
 

(事業) (事業) 

第3条 磐田市香りの博物館(以下「博物館」という。)は、次に掲げる事業を

行う。 

第3条 磐田市香りの博物館(以下「博物館」という。)は、次に掲げる事業を

行う。 

(1) 博物館資料の収集、整理、保管及び展示 (1) 博物館資料の収集、整理、保管及び展示に関すること。 

(2) 博物館資料に係る調査研究及び普及啓発 (2) 博物館資料に係る調査研究及び普及啓発に関すること。 

(3) その他博物館の設置の目的を達成するために必要な業務 (3) 前 2号に定めるもののほか、磐田市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が必要と認める事業 

(指定管理者による管理) (指定管理者による管理) 

第 4条 博物館の管理は、法人その他の団体であって、磐田市教育委員会(以

下「教育委員会」という。)が指定するもの(以下「指定管理者」という。)

にこれを行わせることができる。 

第4条 博物館の管理は、法人その他の団体であって、教育委員会が指定する

もの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

(指定管理者の選定基準) (指定管理者の選定基準) 

第5条 指定管理者の選定は、次に掲げる要件に基づくものとする。 第5条 指定管理者の選定基準は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 事業計画が、博物館の設置目的に照らして適切なものであること。 (1) 事業計画が、博物館の設置目的に照らして適切なものであること。 

(2) 効果的かつ効率的な管理運営を実施できること。 (2) 効果的かつ効率的な管理運営を実施できること。 



(3) 事業計画に沿った管理を安定して行う物的及び人的能力を有するこ

と。 

(3) 事業計画に沿った管理を安定して行う物的及び人的能力を有するこ

と。 

(4) 博物館の設置目的に従い、市民の平等利用が確保されること。 (4) 博物館の設置目的に従い、市民の平等利用が確保されること。 

2 前項の規定にかかわらず、教育委員会が特別の事情があると認めるときは、

市が出資している法人又は公共団体若しくは公共的団体を指定管理者とし

て選定できる。 

 

(指定管理者が行う業務) (指定管理者が行う業務) 

第6条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 第6条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。ただし、市長又は

教育委員会のみの権限に属する事務に係る業務については、これを除く。 

(1) 博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務 (1) 第3条に掲げる事業の実施に関する業務 

(2) その他博物館の管理上、教育委員会が必要と認める業務 (2) 博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

(3)  その他博物館の管理上、教育委員会が必要と認める業務 

 (指定管理者の指定) 

 

(指定管理者の指定) 

第7条 教育委員会は、指定管理者を指定しようとするときは、特別な事情が

あると認める場合を除き、公募するものとする。 

第7条 第4条の規定による指定を受けようとするものは、当該指定について

事業計画を添えて、教育委員会に申請しなければならない。 

 

2 教育委員会は、前項の規定による指定の申請があったときは、第 5条に規

定する選定を行い、管理を行わせる期間を定め、議会の議決を経て、指定管

理者を指定しなければならない。 

２ 第4条の規定による指定を受けようとするものは、           

事業計画その他の規則で定める書類を添えて、教育委員会に申請しなけれ

ばならない。 

３ 教育委員会は、前項の規定による指定の申請があったときは、第5条に規

定する選定基準に基づき選定し、管理を行わせる期間を定め、議会の議決を

経て、指定管理者を指定しなければならない。 

(事業報告書の提出義務) (事業報告書の提出義務) 

第8条 指定管理者は、毎年度終了後、博物館の管理業務に関する事業報告書

を作成し、教育委員会に提出しなければならない。 

第8条 指定管理者は、毎年度終了後、博物館の管理業務に関する事業報告書

を作成し、教育委員会に提出しなければならない。 

(事業報告の聴取等)  

第9条 教育委員会は、博物館の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、  



その管理の業務及び経理の状況に関し定期に又は必要に応じて臨時に報告

を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることができる。 

(指定の取消し等) (指定の取消し等) 

第 10条 教育委員会は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、その他指

定管理者による管理を継続することができないと認めるときは、その指定を

取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命じること

ができる。 

第9条 教育委員会は、指定管理者が                      管理を継続する

ことができないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて管

理の業務の全部又は一部の停止を命じることができる。 

2 前項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又

は一部の停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、教育委員

会はその責めを負わない。 

2 前項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又

は一部の停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、市はその

責めを負わない。 

(指定管理者の守秘義務) (指定管理者の守秘義務) 

第11条 指定管理者は、博物館の管理を通じて知り得た秘密(個人に関する情

報を含む。)を他に漏らし、又は自己の利益のために使用してはならない。

指定管理者の指定が終了し、又は取り消された後においても同様とする。 

第10条 指定管理者は、博物館の管理を通じて知り得た秘密(個人に関する情

報を含む。)を他に漏らし、又は自己の利益のために使用してはならない。

指定管理者の指定が終了し、又は取り消された後においても同様とする。 

(開館時間) (開館時間) 

第12条 博物館の開館時間は、午前9時30分から午後5時までとする。ただ

し、教育委員会が特に必要があると認めたときは、開館時間を変更すること

ができる。 

第11条 博物館の開館時間は、午前9時30分から午後5時までとする。ただ

し、指定管理者が特に必要があると認めるときは、あらかじめ教育委員会の

承認を得て、これを変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 13条 博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が特に

必要があると認めたときは、これを変更し、又は臨時に休館することができ

る。 

第 12条 博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、指定管理者が特に

必要があると認めるときは、あらかじめ教育委員会の承認を得て、これを変

更し、又は臨時に休館することができる。 

(1) 月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第

178号)に規定する休日(以下「祝日法による休日」という。)に当たると

きはその翌日 

(1) 月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第

178号)に規定する休日(以下「祝日法による休日」という。)に当たるとき

はその翌日 

(2) 祝日法による休日の翌日。ただし、その日が土曜日又は日曜日にあた (2) 祝日法による休日の翌日。ただし、その日が土曜日又は日曜日にあた



る場合を除く。 る場合を除く。 

(3) 12月26日から翌年1月2日までの日 (3) 12月26日から翌年1月2日までの日 

 

(原状回復の義務) 

 

(原状回復の義務) 

第14条 指定管理者は、その指定の期間が終了したとき、又は第10条第1項

の規定により指定を取り消され、若しくは期間を定めて管理業務の全部若し

くは一部の停止を命じられたときは、その管理しなくなった施設又は設備を

速やかに原状に回復しなければならない。ただし、教育委員会の承認を得た

ときは、この限りでない。 

第 13条 指定管理者は、その指定の期間が終了したとき、又は第 9条第1項

の規定により指定を取り消され、若しくは期間を定めて管理業務の全部若し

くは一部の停止を命じられたときは、その管理しなくなった施設又は設備を

速やかに原状に回復しなければならない。ただし、教育委員会の承認を得た

ときは、この限りでない。 

2 指定管理者が前項の義務を履行しないときは、教育委員会がこれを代行し、

その費用を指定管理者から徴収することができる。 

2 指定管理者が前項の義務を履行しないときは、教育委員会がこれを代行し、

その費用を指定管理者から徴収することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

(観覧料の徴収) 

第15条 博物館の観覧料は、別表のとおりとする。 

 

 

(観覧料の免除) 

第16条 市長は、特別の理由があると認めるときは、前条に定める観覧料を免

除することができる。 

 

(利用料金) 

 第14条 博物館の観覧者は、別表に定める観覧料（以下「利用料金」という。）

を支払わなければならない。 

 2 利用料金の額は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長の

承認を得て、指定管理者が定めることができる。 

 3 市長は、指定管理者に、利用料金を当該指定管理者の収入として収受させ

るものとする。 

(利用料金の減額又は免除) 

 第 15条 指定管理者は、公益上特に必要があると認められた場合又は規則で

定める場合は、前条第 1項に定める利用料金を減額し、又は免除すること

ができる。 

(利用料金の還付) 

 第 16条 既納の利用料金は還付しない。ただし、指定管理者は、必要と認め

る場合又は規則で定める場合は、その全部又は一部を還付することができ

る。 

(損害賠償の義務) (損害賠償の義務) 



第 17条 指定管理者又は入館者は、博物館の施設又は設備若しくは展示物件

を損傷し、又は亡失したときは、その損害について教育委員会の裁定する額

を賠償しなければならない。ただし、教育委員会がやむを得ないと認めると

きは、この限りでない。 

第 17条 指定管理者又は入館者は、博物館の施設又は設備若しくは展示物件

を損傷し、又は亡失したときは、その損害について教育委員会の裁定する額

を賠償しなければならない。ただし、教育委員会がやむを得ないと認めると

きは、この限りでない。 

(委任) (委任) 

第18条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が規則で定める。 第18条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が規則で定める。 

(過料)  

第19条 詐欺その他不正の行為により、第15条に規定する観覧料の徴収を免

れた者に対しては、その免れた金額の5倍に相当する金額(当該5倍に相当

する金額が5万円を超えないときは、5万円とする。)以下の過料に処する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



磐田市香りの博物館条例新旧対照表 
現行 改正案 

別表(第 15条関係) 別表(第 14条関係) 
 

観覧料 利用区分 

常設展示 特別展示 

備考 

大人 300円 

小人 100円 

個人 

学生 200円 

大人 1人つき 250円  

小人 1人につき 80円 

団体 

学生 1人につき 160円 

教育委員
会が別に
定める額 

(1) 大人とは、16 歳
以上の者を、小人と
は、16 歳未満の者
を、学生とは、大学
若しくは高等学校
の学生若しくは生
徒又はこれらに準
じるものとする。 
ただし、小学校就
学前の者は、無料と
する。 

(2) 団体とは、20 人
以上同時に観覧を
希望するものをい
い、引率者は、20
人につき1人の割合
で無料とする。  

 
観覧料 利用区分 

常設展示 特別展示 

備考 

大人 300円 

小人 100円 

個人 

学生 200円 

大人 1人つき 250円 

小人 1人につき 80円 

団体 

学生 1人につき 160円 

市長が別
に定める
額 

(1) 大人とは、16 歳
以上の者を、小人と
は、16 歳未満の者
を、学生とは、大学
若しくは高等学校
の学生若しくは生
徒又はこれらに準
じるものとする。 
ただし、小学校就
学前の者は、無料と
する。 

(2) 団体とは、20 人
以上同時に観覧を
希望するものをい
い、引率者は、20
人につき1人の割合
で無料とする。  

  
 
 


